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事業費（人件費除く）の財源内訳
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前田　明伸 連絡先
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計

コード

名称
担当部課
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教育委員会　　生涯学習課

終了年度 平成

事      業      費
国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債
受益者負担

3,3700
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平成２０年度 計画内容

3,370 7,647
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1,123 2,549
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運営委員報酬
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4,810 9,087
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1,440

運営委員報酬
事業推進報償費

印刷製本費
通信運搬費
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1,801
初年度備品購入費 　

年度

1,163

　

788

42

関連事業
年度

　委託先

平成１９年度 決算内容

　

3

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

市内の類似施設

2

総事業費 千円

配置（予定）人員 人

4
年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

小学校区の１年生から６年生までの希望する児童

（※対象件数

根拠法令・要綱等 次世代育成支援対策推進法

千円

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

2

伊賀市内の2小学校で、学校の空き教室を利用した安全安心な
居場所を提供する、放課後子ども教室推進事業。
新居小学校
　平日の放課後から午後６時まで　安全管理員　８人
　学習・外遊び・折り紙・バレーボールほか

対象年齢を持つ保護者は放課後子ども教室よりも、放課後
児童クラブを望んでいる。
継続的な利用者数が児童クラブに必要ですが、現実には
数の確保は難しい。

(千円)
運営委員報酬
事業推進報償費682

　

放課後子ども教室委託料

初年度備品購入費

事業推進報償費
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金  額

（Ａ）

事業投入人員

進捗率
(％)

　

平成１８年度 決算内容

安全安心な子どもの居場所が確保され、地域住民との交流が深ま
る。

(千円)

運営主体

　
事 業 内 容 数量

平成２２年度 計画内容平成２１年度 計画内容
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0事業費計(A)
　 　

　 Σ

人件費（Ｂ） 人 0

0

人件費（Ｂ）
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0.2

事業費計(A)
その他
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

1,163

252 消耗品費
食糧費

人件費（Ｂ）

　 Σ

人 1,440 人 1,440

事業費計(A)

2,603

　

旅費

　 (千円)

事業推進報償費
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(千円)

1,364
40

396
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消耗品費
食糧費

　

0.2

2,073

Σ 6,221

6,221

　

人 1,440

　
2,702

100
3,602放課後子ども教室委託料

通信運搬費84

255255
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100
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200印刷製本費

初年度備品購入費

Σ

運営委員報酬

印刷製本費

旅費

食糧費
消耗品費

初年度備品購入費 　 　
事業費計(A) 　

放課後子ども教室委託料

4,796

396
1,023

6,236

0.20.2 人 1,440 人件費（Ｂ）

社会教育費

　 255

　 (千円)

100

青少年育成費

青少年健全育成費

放課後子ども教室推進事業

3,370

8

　 Σ

放課後子ども教室委託料

総合評価 事業の方向性

9679

3830

事業の成果を測る指標

参加児童数

評価項目 ポイント

4,796

運営委員報酬
事業推進報償費

旅費
消耗品費
食糧費
印刷製本費
通信運搬費

初年度備品購入費

事業費計(A)

人件費（Ｂ）

将来地域を担う子どもたちが地域住民との交流を通して地域の文化に触れ、健全な児童の成長を担う事業である。この事
業は国及び県の施策として進めているものであり、県と市との調整など市が関与する必要性は高い。

事業の趣旨から児童に対する保険の内容が充分でないと言う理由で辞退されたため実施は１校となった。しかし、児童の安
全安心な居場所作りであり、普段児童と地域住民との交流が少ない中、交流促進が図れる。又、参加児童数も１校あたり２
０名程度目標にしていたがほぼ参加児童数があった。

実施は１校となったが保護者の願いに答えることが出来た。

国の方針で児童の保険料のみ自己負担となっています。放課後子どもクラブと比べ安価な投資で活動がされます。これ以
上の削減の余地はない。

(千円)

平成２３年度 計画内容
事 業 内 容

人0.2

7,647
　 　

4,503

　 Σ

放課後子ども教室委託料

放課後子ども教室事業補助金
国１／３　　県１／３

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

放課後子ども教室事業補助金
国１／３　　県１／３

1,600 2,075
6,221

放課後子ども教室事業補助金
国１／３　　県１／３

放課後子ども教室事業補助金
国１／３　　県１／３

639
1,163

1,124

放課後子ども教室事業補助金
国１／３　　県１／３
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Ａ
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改善についての取り組み
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37

事業名
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細目

細々目

款

コード

放課後子ども教室推進事業

子どもたちの健やかな成長を促す
目

青少年健全育成活動の推進

コード 名            称

01

10

一般会計

教育費

03

05

04

101

目標

実績

40 60

H21

3

Ａ 拡大 保護者には放課後子どもクラブの要望が強い。放課後子ども教室は地域や保護者の熱意に左右される。現状は取り組みにくいがより一
層の事業の情報発信に務めたい。

目標値

目標 ― 目標

実績

2
1

目標

実績

校

―
実績

放課後子ども教室実施小学校数

目標

ソフト事業

活動指標 単位
実績値

H18 H19 H20 H21

目標値

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


